





















 (1) 学習への動機づけが弱い。 
 (2) 学習している日本語が学習者が学びたい日本語とズレている。（関連
性が弱い） 
































                                                                 
1 この問題に関しては，山下・平川(2010)を参照されたい。 
2 時には誤った解釈や推論から文化摩擦が生じたりもするだろう。 














































































































































































                                                                 
7 以降，完了「たら」，または単に「たら」と略す。 






















































 教師  ：最近，人気のある映画はありますか。 
 学習者Ａ：「○○」。 
 学習者Ｂ：「△△」。 
 教師  ：他にはどうですか。 
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 学習者Ｃ：「□□」。 
 学習者Ｄ：わたしは最近，「××」を見ました。 
 学習者 ：（その他多数のタイトル） 
 教師  ：ああ，そうですか。じゃあ，例えば私がさっき「○○」の DVD
を買いました。Ａさん，見たいですか。 
 学習者Ａ：はい。 
 教師  ：そうですよね。見たいですよね。 
 学習者Ａ：ええ，もちろん。 
 教師  ：その「見たい」という気持ちで，私から DVD を借りてくださ
い。私に何と言いますか？ 
 学習者Ａ：「○○」の DVD を貸してください。 















                                                                 
9 この辺の方法論は，山下・平川(2010)を参照してほしい。 
34 
 教師  ：他の皆さん，どう言いますか。わたし，まだ見てないんですよ。
今，借りられますか。 
 学習者Ｂ：先生がさっき買ったと言っていました。 
 教師  ：そうですね。 
 学習者Ｃ：たぶん先生はまだ見ていません。 
 教師  ：そうですよね。私はまだ見ていないですよね。今はちょっと，
借りにくいですよね。 
 学習者 ：ええ，そうですねえ。 
 教師  ：じゃあ，いつ借りるのがいいですか。 
 学習者Ｃ：先生が見た後。 
 教師  ：じゃあ，何と言いますか。 
 学習者Ｃ：「見た後で貸してください。」 
 教師  ：んー。それも間違いじゃありませんが，皆さんは，ほんとに，
ほんとに，見たいんですよね。 
 学習者 ：ええ。本当に見たいです。 
 教師  ：じゃあ，その気持ちのとき，もっといい言い方はありませんか。
何と言うのがいいですか。 
 学習者Ｄ：「見たら貸してください。」 
 教師  ：うん。そう。それが一番いいですね。このときは，「たら」を
使う。それから，私が DVD を見ること。いつ終わるかわかり
ますか。今日ですか。明日ですか。それとも…。 
 学習者 ：わかりません。明日…，来週…，もっと…。 
 教師  ：そうですよね。私がいつ終わるかわからない。でも皆さんの気
持ちは「見る」が「終わった」その後で，「貸してください」
ですよね。 
 学習者 ：ええ。 
 教師  ：そのとき，「たら」を使って言う。じゃあ，今度はＥさん，始
めからやってみましょう。「私，さっき，○○の DVD 買った
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んですよ。」 
 学習者Ｅ：そうですか。見たら貸してください。 





















































                                                                 
10 ただし，方策がないわけではない。絵やビデオなどで明確な「状況」と「発話意図」
を視覚として示すことは可能だと考える。 
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